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はじめに 


志木市教育委員会

教 育 長 秋 山 太 戴

志木市は、埼玉県の南東部に位置し、都心まで'25km以内という距離にあるた

め、住宅建設をはじめとした各種の開発行為が多い地となっています。

ところで、市域の地理的景観は、大略、南西部が武蔵野台地、北東部が荒川

が形成した沖積地となっています。そして、台地の縁辺部や沖積地の自然堤防

上には、埋蔵文化財包蔵地が少なからず存在しており、様々な開発行為により

危険にさらされていて、これを保護 ・保存してゆくことが、私達の急務となっ

ております。

今回、ここに報告する 4件の発掘調査は、共同住宅建設及び宅地造成工事に

伴う記録保存を目的としたも ので、多大な成果を上げ、ることができました。こ

れらは、ひとえに開発当事者をはじめ関係各位のご協力の賜と感謝している次

第です。

本書が、埋蔵文化財に対する認識を深めるとともに、郷土の歴史研究のため

に活用されることができましたら これ以上の喜びはありません。
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1 .本書は、埼玉県志木市柏町  5丁 目に所在する 中道遺跡(県NO.-09 005)第12・13地点、本町  2丁

目に所在する田子山遺跡 (県 NO.09-010)第 4・5地点の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、志木市教育委員会の斡旋に より、 各開発主体者から志木市遺跡調査会が委託を受

け実施 した。

3.本書の作成は、志木市教育委員会が行い、編集は佐々木保俊が行った。 執筆者は下記のとおり 

である。

第 1・ 4・ 5章 佐々木保俊


第 2 ・3章 尾形則敏


4.挿図版の作成は執筆者が行ったが、金野!照子 ・深井恵子の協力を得た。 

5.本書の遺構 ・遺物の挿図版の指示は、 以下のとおり であ る。 

0遺構 ・遺物の挿図版の縮尺は、 それぞれに明記 した。

0遺構挿図版中の水糸レベルは、海抜標高を示す。 また 、 ピット ・掘り込み内の数値は、床面も

しくは確認面からの深さを示し 、単位は cmであ る。 

0遺構挿図版中のドッ トは遺物出土位置を示 し、その番号は遺物挿図版中の遺物番号と 一致する。 

0遺構の略記号は、以下の とおリ である。 

J=縄文時代住居跡、 y=弥生時代住居跡、 H=古墳 ・奈良 ・平安時代住居跡
 

D=土士充、 K=掘立柱建築遺構 
  

6.本書で取り 扱った各遺跡の出土遺物及び記録類は、 志木市教育委員会で保管 している。 

7.発掘調査及び出土品整理作業 ・報告書作成にあたっては、以下の諸機関 ・諸氏に ご教示 ・ご援 

助を賜った。記して感謝する次第である	 (敬称田各)。

埼玉県教育局指導部文化財保護課 ・埼玉県立博物館・埼玉県立歴史資料館 ・
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第 1章遺跡、の立地と環境

第 l節 市域の地形の概要

君、木市は、埼玉県の南東部に位置し 、首都圏から 25kmとい う距離にあ る。市の南西は朝霞市・新

座市と 接し、北東は荒川によっ て浦和市、北西は柳瀬川 によって富士見市と画きれ、東西 4.4km、

南北 4.2km、面積9.07km'を測る。

市域の地形は、 市中央部を南東流する新河岸川によ って大略二分さ れ、北東部は荒川(旧入間川

水系)によって形成 された沖積低地、南西部は武蔵野台地の野火止台にあたる。

武蔵野台地は、古多摩川の扇状地と いわれ、東京都青梅市付近を扇頂にして、西から東に向けて

大きく広がる。志木市の台地部分は、武蔵野台地の北東端部に あたり、北東に向けてゆるやかに傾

斜し 、奥部の新座市との境付近で標高約 19m、先端部で  9m前後を isIJる。市の北西部を北東流する

柳瀬川は流末で急激に南東に流れの向きを変え、市の中央部で新河岸川と 合流する。 また 、朝霞市

との境には 、南西方向に入 1)込む支谷があるため市域の台地部分は大きな舌状を呈し、遺跡の大部

分は台地縁辺部に所在する。

荒川|が形成した沖積低地は、市域では上流部で標高約 6m、下流部で約 5mとあまり比高差がな

いが、自然堤防が残きれている部分もあ リ、ここ に最近遺跡が発見されつつある。

第 2節 遺跡の概要

中道遺跡は 、柳瀬川を北西に臨む台地上にある。遺跡を載せる台地の標高は約 13m、低地との比

高差は約 7mを測る。遺跡の現況は 多少の畑地を残す程度で、大部分が宅地化されて いる。

本遺跡は、未報告のもの も含めて現花 までの調査で、旧石器時代の石器集中分布地点、縄文時代

中期・ 古墳時代後期・平安時代の集落跡、中世の墓跡で あること が半 I明Lてい る (J 佐々木 ・尾形 

1988、尾形 1989)。なお、柳瀬川 を北西に臨む角地上に は、 上流か ら西原大塚遺跡 ・新邸遺跡・

中道遺跡 ・城山遺跡と連続して位置 しており 、いわば この地域全体が一つの遺跡群を形成している

とL、える。

田子山遺跡は、南東流する新河岸川を版下に見下ろす台地上にあり、 標高約  15m、低地との比日

差約 10mを沼IJる。遺跡の南東には新河岸川に直交する ように小支谷が入り込んでいるが、新河岸川

に面する崖線は直線的で変化に乏 しし、。迂 iiHかの周辺は、市域でも古くから聞けてきた地区であるた

め、大部分が宅地化されているが、住宅の改築などの再開発が多く なってきており、充分に注立を

はらわなく てはならなしづ也区である。

本遺跡は 、過去の調査から弥生時代後期・古墳時代後期・平安時代の集落跡であるこ とが判明し

ている (佐々木 1990、1992a . b)。
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第 2章 中道遺跡第12地点、の調査

第 l節 調査の経緯

( 1 )調査に至る経過

‘IZ r~え /じ年 8 月 、 (個人) か ら志木 rl i教育委員会(以下、教育委員会)へ開発計画予定地内にお

ける児蔵文化財ーの有無及び取り扱いについての照会があっ た。，11-阿は志木 dl柏町 5丁Fl2954-8昏

地 (1出精997.96m')|付を宅地造成 (共IriJ住宅佳設を前提)するというものである。

これに対 して、教育委員会は当該開発予定地カ、周知の埋蔵文化財包蔵地である 中道泣跡(No09-005)

の隣接地であるため、事前協議を行し、たいという行を伝えた。

事前協議の内容については 、ノミ旨下記のとおりである。

1. 試制調査 を定地して 、その結果に )Jづき 、当該開発予定地の埋1歳文化財の有無及び取 1)抜い

について回答する。

2. 試掘調貨の結:果、埋蔵文化財が確認された場合、保存併置 を講ずること。

3. 2につい ては、開発者 に開発計岡に変更がないと いう立向か ら、記録保存のための発摘調査

を実地することに決定し た。

8月25日、教育委員会は依頼者より試掘調査依頼書を受理し、 9月14日、試掘調査を実地する。

l 既調査地 点 J

bJぉ~~γ
第 2図

ι 口「E1 ベ~=-~下J"!戸d

:てqコ(ト"十i

周辺の地形と調査地点(1/5000) 
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Jrt if:E J同住はJ司査[)<:E柏に 3本のトレ ンチを設定し 、パックホーを使)-11し表土 を争IJぎ、 l，iJK，yに遺構

線認作業を行った結果、調査区の東西隅から縄文時代中期 ・古墳時代後期 ・平安時代のiti，昨日亦を検

出した そのため、教育委只会は この地域を.1':[蔵文化財包蔵地と して登録、依頼者に付 しては調奇

結果を隊合 し、 再度保存併置について協議するが、開発計 画に変更がないというこ とから 、事前協

11主とお りに発掘調査を実施する ことに決定した。

同14H、株式会社アーバント ゥエンティーワ

ン代表小沢安山氏 (開発・土地所有者個人)よ

リ理職文化財発掘周が提出 され、教育委員会で

は発掘調査にあたる組織と して、 志木市泣跡調

査会(以下、遺跡調査会)を斡旋した。遺跡調

究会ではこれを交け、小沢氏と委託契約を締結

し、 18円、埋蔵文化財党掘調査屈を教育委員会

に提出する。教育委員会はこれらの届出書をす

みやかに埼玉県教育委員会経由で文化庁長官に

提出し 、i立跡調査会は即 日発掘調査を開始し た。

なお、文化庁通知番号は 、委保第 5の1815号

平成元年11月28日付である。

( 2 )発掘調査の経過

発掘調査は、9月18日か ら開始し た。調査の

予定は 、調査区を大体南北に 2分割し 、まず北

、ド音1¥の調査を行い、終了後、南半部を折 り返し

調査を行う こととし 、残土置場は、調査区の南、

北半部を交互にそれに 当てることにした。

本地点は、14日に試掘調査カ、実施きれており、

すでに遺構が確認された調査医北半部の表土剥

ぎまで終了 していたため、 18日には入力による

細部の表土剥さ、遺構確認作業、そ して午後か

らは遺構の精査にかか ること ができた。その結

米、北半部か らは、 縄文時代中期の住居跡 2軒

( 4・5J )、 古墳時代後期の住居跡、 2軒 (6・

7 H)が検出され、こ の部分の調査は22日に終

了した。

25日には 、パ ックホー ・ブルドーザーを使用

し、南半部の表土華IJぎと 北半部の埋め戻しを行

つ。

E 

D 

C 

B 

甲
A 

ホ

作
L
V-

E
V
 

第 3図遺構分布図(1/300)

10m 
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その後、南半部の遺構確認作業、遺構の精査 を行った結果、古墳時代後期の住居跡� 2軒(10・11 

H)、平安時代の住屑跡� 2軒� ( 8・9H)の存在が明らかになっ た。

以� kの調査から本地点では、縄文時代中期の住居跡� 2軒、古墳時代後期の住居跡� 4軒、平安時代

の住居跡 2軒カ、検出さ れ、 遺構の精査は� 10Hのカ� 7 ドの実視Iを除き 、� 29日に終了 した。� 10月2日にJ

は、� lO Hのカマドの実測を行 う傍らパック ホーにより 埋め戻しを行い、� 10Hのカマ ド、の実� iWJは午前

中で終了、同日には埋め戻 しも完了 、調査を終了した。

第 2節 検出された遺構と遺物� 

( 1 )縄文時代の遺構と遺物
 

4号住居跡(第 4図)


〔住居構造〕耕作による撹乱が著 しく、遺存状態は極めて悪し、。(平面形)不整の長方形。(規模)

不明 X3.06m 壁高)南 ・東壁で� 20cm、北壁で� 5cm前後を測る。(床面)住居中央を中心に硬化o

面を残す。(柱穴)� 3本検出されたが、本遺構に伴 うかについては不明である。 (覆土)ローム粒

子 ・炭化物粒子を含む暗褐色土を基調と する。

〔遺物〕土器小片が数点出土 したのみである� o

〔時期〕中期後半か。� 

4号住居跡出土遺物(第� 7図� 1~ 3) 

1は口縁部破片で沈線が施される土器。おそら く� 'U J 字状になろ う。 地文は単節斜縄文を上下

で方向を変えて羽状となる。

、
X

第� 4図� 4号住居跡� (1/60) 

2m 
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2 . 3は胴部破片。� 2はLRの単節斜縄文が砲され、� 3はRLの単節斜縄文を地文 とし、沈線に

よる!懸垂文カ、施される。区囲内は磨消される。� 

5号住居跡(第� 5図)

〔住屑構造〕住居西半は調査区外に ある。� (平面形)円形か。 (規模)不明� X4.60 mo (壁高) 40 

-50cmを測� 1)、南壁は播鉢状にゆるやかに立ち上がる。 (壁溝)北壁から東壁の途中にかけて確認

できる。上幅� 15cm・下帽� 8cm前後、深さ� 4-13cmを測る。 (床面)壁際を除いて、よく 踏み固め ら

れている。� (炉跡)住属中央から 僅かに北に偏って位置 し、� 46X40cmの楕円形の� J屈り込み をも っ埋

裳炉である。� (柱穴)東壁寄り の� 2本が主柱穴と思われる。なお、南噌寄 りに深さ� 4cmの浅い掘� 1)

込みがみられるが、入口地設に該当するものであろうか。 (覆土) 1層は表土。� 2層はローム粒子

を含む黒褐色土。� 3層はローム粒子を多く、炭化物粒子を僅かに含む暗茶褐色土。� 4層は ロ ム粒

子を多く、炭化物粒子を僅かに 含む明茶褐色土。� 5層はローム粒子を多 く、焼土粒子 ・炭化物粒子

を僅かに含む明茶褐色土。� 6層はローム粒子を多く含む暗黄褐色土。

〔遺物〕炉休土器以外はすべて土器小片で出土量も少なかった。

〔時期〕加曽手� IE1式期。� J

5号住居跡出土遺物(第� 6図、第� 7図� 4-14) 

第6図は炉f本土器と して使用さ れていた。 キャリ バー形の土器で、口縁部は隆帝により� 4単位の

小波状口縁をなすが、� 1ヵ所橋状把手が付く。頚部に� 1本の隆帯を巡らせ、口縁部文様帯を区画す

る。ロ縁音[iの文様は各波頂下が文様部の中央になる ように隆帯に より楕円文が左右に配され、中央

→一「ζ 己』�  O 

⑫ 

ょこ と E 

第5図� 5号住居跡� (1 /60) 

1m 
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下で、 隆帯を連結させている。その後、隆帯の内1目IJは沈線によっ て区画される ため、構成は楕部はJ

円文が 3つ並列 しているかのよう であ る。沈線区画内は縦位の集合沈線文が充填 される。ただし、 

1単位のみ楕円文の隆帯が頭部の隆帯と 2ヵ所連結 して いる部分がある。頚部は無文;常となり 、そ

の直下に 1本の隆帯を巡らせ胴部と区分している。

えられる。地文は単節斜縄文が施されるが、複[1みが力IJ口唇部に は表は復合口縁を呈 し、4図7第 

合部と その直下では方向を変えて羽状とな る。裡合部直下に結節縄文がまわる。 

5は沈線列を地文後、角押文が施される。 

6 . 7は刻みが加えられた降帯が施される。 6は降帯下に RLの単節料縄文がみられる O

'.

-ーー一一一一戸

第 6図 5号住居跡出土造物 0/4)

議U1 感)Bjl3


，"，・

絵日 

11 

」ー一-4m

第 7図 4・5号住居跡出土遺物 (1/3) 
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捜 乱

捜 乱

撹乱

、 関 州 側関 側州州総認 。 1m 

第� 8図� 6号住居跡(1/� 60) 

8は口縁部文様帯に隆帯に よる渦巻文と区画文をも

ノコ。� 

9はLの撚糸文を地文とし、� 2本� 1組の隆帯による

懸垂文が施さ れる。� 

10-12は単節の斜縄文が施される土器。� 

13・14はRLの単節斜縄文を地文とし、沈線に よる

懸垂文が施きれる。� 

( 2 )古墳時代の遺構と遺物
 

6号住居跡(第� 8図)


〔住居構造〕全体に撹乱を受け、遺存状態は悪い。(平

面形)正方形。� (規模) 4.18X4.10m o 壁高) 15-

22cmをiい)、ほほ垂直に立ち上がる。 (壁溝) カマ ド� NI ID町n
-可

部分を除いて全周する。上幅� 15cm.下幅� 8cm前後、深 第� 9図� 6号住居跡出土遺物� (1/4) 

さ4-8 cmをiNIJる。� (床面)壁際を除き 、よ く踏み固められている。 (カマド)北壁はほ中央に位置する。

撹乱が著 しく、 細部の構造は不明。両袖部上には灰白色粘土が僅かに残る。 (柱穴 ・埋蔵穴)確認で

きなかった。� (覆土)ローム粒子を多く 、焼土粒子・炭化物粒子を僅かに含む黒褐色土を基調 とする。

〔遺物〕カマド付近の床面上から僅かであるが、土器片がまとま って出土 した。


〔時期〕鬼高式期。
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6号住居跡出土遺物(第� 9図)

いずれも長胴の土師器禁形土器である。� 

1 は頚部に~%¥，、稜をもち 、口縁部は大きく外

反する。口頭部内外面横ナデ、以下内面はへラ

ナテ、外面はナデられる。 カマド右横の床面上

の出土で 、胴部上半から口縁部にかけて1/2を

遺存する。� 

2は口縁部に最大径を涼IJ1)、頭部の他に口縁

部途中にも弱し、稜を1か所もつ。口頚部内外面

積ナデ、以下内面はへラナテ¥外面はナテられ

... 123る。 カマト左横の床面上の出土で、胴部下半を

欠損する。� 

2m 
7号住居跡(第10図)

〔住居構造〕撹乱が著しく 、同時に北側部分は� 
第10図� 7号住居跡(1/60)

調査区外にあるも のと思われ、詳細は不明である。� (平面形)正方形か。(規模)不明X3.54m。

(壁高)20cm前後を測り 、ほほ垂直に立ち上がる。� (壁溝)確認できる範囲では全周する。上幅15 

cm'下l隔� 8cm前後、深さ� 2 -l1cmを測る。(床面)東 ・西壁際約� 100cm、南壁際約50cmを除いて、

よく踏み固められている� (柱穴)確認できなかった。(覆土)上層はローム粒子を僅かに含む黒o

褐色土、下層はローム粒子 ・焼土粒子 ・炭化物粒子を多く含む暗賞褐色土 を基調と する。

〔遺物〕土器小片の出土で量も極めて少な く、図示できるものはなかった。 また、 床面上から炭化

種子� (ヤマモモ)が� 1粒出土し た。

〔時期〕 鬼高式期。� 

10号住居跡(第11図)

〔住居構造)� 9号住居跡に切られ、北側の大部分は調査区外にあるもの と思われる。 (壁高)35cm 

前後を測り、ほほ垂直に立ち上がる。(壁溝)確認でき る範囲ではカマド部分を除いて全周する。

上幅20cm・下幅10cm前後、深さ� 8-15cmを測る。(床面)壁際を除き、よく 踏み固められている。� 

(カマド)北壁に位置する。遺存状態は悪 く、天井部は崩壊 してお り、 粘土の住居内への流れ込み

もみられる。長さ� 100cm・l幅90cm・壁への掘り込み40cmを測リ、両袖部はロームを馬蹄形状に隆起

させ残している。 (柱穴)主柱穴と思われる1本が確認できた。(覆土)ローム粒子を多く、 焼土

粒子� -炭化物粒子を僅かに含む黒褐色土を基調 とする。

〔遺物〕土器小片の出土で、図示できる ものはなかったが、土製管玉が� 1点出土 した。

〔時期〕鬼高式期。� 

10号住居跡出土遺物(第16図� 2) 

土製の管玉と思われる� 作 りは組雑で長さ� 1.7cm・直径� 0.6cm・孔直径� 0.2cm・重さ� 0.5g 。O
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( 3 )平安時代の遺構と遺物
 

8号住居跡� (第12図)


Ut:l舌構造〕撹乱が著 しく、遺存状態は悪い。� (平面形)長方形。� (規模)� 3.64X3.02mo (壁高) 

15cm前後を測る。� (壁溝)カマド ・貯蔵穴部分 ・北東 コーナーの一部を除いて全周する。上幅� 15cm、

下l幅8cm前後、深さ� 4-13cmをif!lJる。 (床面)カマド前面に硬化面が認められる。 (カマ ド)東壁

中央よりやや南に偏って位置する。天井部・両袖部上に灰白色粘土が僅かに残る程度で、撹乱によ

り細部の構造は不明。なお、カマド前面の床には礁が� 1つ置かれていた。� (貯蔵穴)カマ ド右側の

南東コーナーに位置する。平面形はややいびつであ るが隅丸方形に近い。規模は� 55X 52cm、深さ� 15 

cmを測る。(覆土) ローム粒子 ・焼土粒子 ・炭化物粒子を僅かに含む黒褐色土を基調 とする。

〔遺物〕貯蔵穴中と住居中央床面上から須恵器峠が� 1点ずつ出土 した。


〔時期〕国分式期。
 

\(O~\\ 

蝿 武� 

@ 


周'" 

u 
第11図� 10号住居跡(1/ 60) 

1m 
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125 .. 

総巡雲 2m 

第12図 8号住居跡 0/60) 

8号住居跡出土遺物(第  13図)


いずれも須恵器坪形土器である。
 、Lノ¥斗/  
1は上げ底気味の底部から立ち上がり、{本部 ID~ 

下半はやや内湾し、口縁部は外傾、 口唇部は丸 第13図 8号住居跡出土遺物 (1/4) 

味をもっ。胎土には小石を多く 含み、色調は外

面が黄褐色、内面が赤褐色を呈する。底面には回転糸切り痕を残す。貯蔵穴中の出土で、 口縁部と

底部を僅かに欠損する。 

2は上げ底気味の底部から立ち上がり、口縁部にかけて外傾する。胎土には小石を含み、色調は

灰褐色を呈する。休部下半には巻き上げ痕がみられ、底面には回転糸切 り痕を残す。住居中央の床

面上の出土で、 2/3の遺存度である。 

9号住居跡(第  14図)

〔住居構造  ) f党首しが著 しいが、 10・11号住居跡を切っ ていることが判明。(平面形 ・規模)確認で

きなかった。(壁高) 35cm前後を測り、ほぼ垂直に立ち上がる。(壁溝)カマド部分と南壁下には

認められなかった。上幅 20cm・下幅 8cm前後、深さ 5-13cmを測る。(床面 )南壁際を除いたほほ、

全面がよく踏み固められてい る。なお、東壁寄 りの床面下に 78X 58cm、深き 6cmを測る長方形の掘

り込みが確認された。機能については不明。(覆土)ローム粒子 ・焼土粒子を 多く、 炭化物粒子を

僅かに含む黒褐色土 を基調とする。特に、床面上からは焼士が多く検出されている。

〔遺物〕カマ ド付近及び床面上から比較的多く出土 した。
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〔時期〕国分式期。

〔所見〕床面上から焼土が多 く検出さ れたことから、 焼失住居と考え られる。� 

9号住居跡出土遺物(第� 15図、 第� 16図 1) 

須恵器時形土器(1-6) 

1は器高が高いもので、上げ底気味の底音防当ら立ち上がり 、休部は内湾 し、口縁部は外反する。

胎土は小石を含み、色調は灰色を呈する。底面には回転糸切り痕が残る。住居中央からやや東に

偏った床面上の出土で、� 2/3の遺存度である。� 

2は平底の底部から立ち上がり 、体部下半はやや内湾し 、口縁部は外反する。胎土には小石を含

み、色調は灰色を呈する。覆土中の出土で、� 2/3の遺存度である。� 

3は平底の底部から立ち上がり 、体部は外傾し、 口縁部は僅かに外反する。胎土には小石を含み、

色調は黄褐色を呈する。休部外面には「口千」、底面にも解説できなかったが墨書が施さ れる。� l底

面には回転糸切り痕が残る。 覆土中の出土で、� 2/3の遺存度である。� 

4は上げ底気味の民部から立ち上がり、体部下半はやや内湾し、口縁部は外反する。胎土に は白

色針状物質を多く含み、色調は灰褐色を呈する。体部には巻き上げ痕がみら れ、 底面には回転糸切

り痕を残す。カマド前面の床面上の出土で、ほほ、完形である。� 

5は平底の底部から立ち上が り、 口縁部にかけて外傾する、やや器厚の厚い感 じのする土器であ

る。胎土には小石を含み、全面黒 〈煤けている。黒色土器であろ うか。底面には回転糸切 り痕を残

す。住居南東コーナー付近の床面上の出土で、� 4/5強の遺存度であ る。� 

6は平底の底部から立ち上がり 、ロ縁部にかけて外傾する。胎土には小石を僅かに含み、色調は

灰色を呈する。住居北東コーナーの床面上の出土で、 完形であ る。� 

12j岡� 

1m 

第14図� 9・11号住居跡(1� /60) 
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失下/三二� J 
守主� y RよーJ
ミ尋二� J ¥圭;;/.'じ

第15図� 9号住居跡出土遺物� (1/4) 

長頚瓶(7・8) 


7は灰粕陶器、� 8は須恵、器。


7は非常に作りが精巧で 、焼成も良好なものである。口頭部は頚基部か
 情� 
らゆるやかに外反し、口縁部に至る。胴部はやや肩が張っており、最大径

は上半にもつ。高台は付高台で、 底部調整は糸切り 無調整である。 カマド u=D 
焚口部からの出土で、 口縁部を欠損する。

8は底部破片である。高台は付高台で、底部調整は糸切 り無調整である。

胎士には小石を 含み、 色調は内面が灰褐色、外面が黄褐色を呈する。カマ

ド燃焼部か らの出土である。

土師器袈形土器(� 9・10) 

9は胴部上半に最大径を� iftlJり、口頭部は「コ」 字状を呈する。口頭部内 。 @ z 5cm 

外面横ナテ 、以下内面はナテ¥ 外面はへラ削り調整が施される。覆土中の
第16図� 

出土で、胴部下半を欠損する。 住居跡出土造物(1/2) 

10は口頚部破片である。 口頚部は 「コ」 字状を呈する。口 頚部内外面横ナデ、以下外面は横方向

にへラ削り調整が地き れる。覆土中の出土である。

石製品 (第 16図 2) 

紡錘車である。断面は台形を呈する。側面には縦方向の轍密な削り 痕がみられるが、下商にも加

工痕が残ってい ることから磨 きが十分施きれていないことがわかる。 また 、側面・下面には細線が

顕著に認め られる。雑な;摘しではあるが、文様効果をねら つてのことと思われる。重きは� 29.1 g。

石質は滑石。 カマド左横の壁溝上の出土である。
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第 3章 中道遺跡、第13地点の調査

第 l節 調査の経緯

( 1 )調査に主る経過

平成元年 9月、( 個 人 )から志木市教育委員会(以下、教育委員会)へ開発計岡地内における

『司」ー←

f"i(t/V(¥ 
『、'1(26D

J2H 

偽

第17図 遺構分布図 0/300)

10m 
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O 

JlJllm 

1層表土�  
2層 ローム粒子・焼土粒子を含む黒褐色土� 
3層 ローム粒子・ロームフロックを多く、焼土粒子を含む暗茶褐色土� 
4層 ロームブロックを多く含む晴糞偶色土� 
5層 ローム粒子を多く含む暗黄褐色土� 
6層� 5層と同じ� 

7層 ローム粒子・ロームフロックを多く含む明茶縄色土

。 十一ー1;司

第18図� 6号住居跡� 0/60)
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I里蔵文化財の有無及び取り扱いについての照会があったc 計画は志木市中自肝r5丁目2945-1 (面積

1209m')内に共同住宅建設を行うというものである。

これに対して 、教育委員会は当該開発予定地が周知の埋蔵文化財包蔵地である中道泣跡 (No.09

005)に該当するため、大旨下記のとお りに 回答 した。

1 .昭和62年に発掘調査を実施した 中道遺跡第 2地点に隣接する ため、遺構の存在の可能性があ

ること。

2.試掘調査を実施 し、その結果、埋蔵文化財が確認された場合、保存措置を講ずるこ と。

3.遺跡は現状保存することが望 ましいが、やむを得ず土地の現状を変更する場合は、記録保存

のための発掘調査を実施する必要があ ること。

10月 2日、教育委員会は依頼者より試掘調査依頼書を受理し、 5日、試偲調査を実施する。

試J屈調査は 、ハ ックホー ・ブルドーザーを使用し、調査区全面の表土を剥 ぐ予定で遺構確認作業

を行った結果、縄文時代中期の住居跡 1軒 ・土坑 3基、カマ ドをもっ住屑跡、1軒を検出し た。教育

委員会はこの結果を依頼者に報告し 、再度協議したが、 依頼者に開発計画の変更カ、ない ということ

なので、埋蔵文化財の保存措置 として、記録保存のための発掘調査を実焔する ことに決定 した。

9日、 依頼者よリ埋蔵文化財発掘屈が提出さ れ、教育委員会では発掘調査にあた る組織と して、

志木市遺跡調査会 (以下、遺跡調査会) を斡旋した。同日、 遺跡調査会では これを受け、 依頼者と

委託契約を締結し 、埋蔵文化財発掘調査届を教育委員会に提出する。教育委員会はこれらの周出書

をすみやかに崎玉県教育委員会経由で文化庁長官に提出した。

これにより 、12日から遺跡調査会を主体 として発掘調査を実施した。なお、文化庁通知番号は 、

委{栄一第 5の 162号 平成 2年 5月18日付である。

( 2 )発掘調査の経過

発掘調査は、 10月12日か ら開始した。本地点は 、14日に試掘調査が実施さ れており、すでに表土

刺さまで終了して いたため、12日には人力によ る細部の表土剥ぎ、遺構確認作業、そして午後 3時

すきには調査区北東端のカマドをもっ住居跡の精査にかかることができた。その結果、 この住居跡

(l2H)は出土遺物か ら古墳時代後期の所産のものと判明した。また 、こ の住居跡、を切って歴史時

代のものと思われる土坑 (26D)が 1基確認された。

16日には、土坑 (24・25・27D)の精査を行い、それらが縄文時代中期の所産である こと カ、判明

し、同日、調査区南端にある縄文時代中期の住居跡 (6J )の精査を開始 した。 6Jは検出された

2個の炉休土器に時間差があることや主柱穴 ・壁講が重複することから 、拡張住居と考えら れる。

この住居跡の精査は26日に終了、同日、写真撮影を行い、27・30日には平面図 ・断面図の実isIJを終

了した。

埋め戻しは、すくに工事を着手する ということで、 行わない予定であ ったが、道端に近い6Jに

ついては、柱穴が深〈危険で、あった ために 、31日の午前中に入力による埋め戻しを行った。これに

より、すべての調査を終了した。
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第� 2節 検出された遺構と遺物� 

( 1 )縄文時代の遺構と遺物 
  

6号住居跡(第18図)


〔住居構造〕南壁の一部は調査区外に ある。(平面形)楕円形。� (規模)6. 10 x 5.48 m 0 (壁高) 

30cm前後を測る。� (壁溝)基本的に内 ・外溝の� 2本確認できるが、東壁では部分的に内 ・外溝が重

複し入れ替っており、 北壁では大部分が重複している。内溝は上幅� 25cm・下幅10cm・深さ� 14-35cm、

外溝は上幅30cm'下幅10cm・深さ� 13-39cmを測る。(炉跡)中央から僅かに北に偏った位置から炉

体土器が2個検出された。前後関係が認め られ、� BがAを切っているこ とが判明。� Aは75X 55cm . 

深さ� 18cm、Bは54X45cm・深さ� 16cmのそれぞれ不笠楕円形の掘り込みをも っ。� 1層はローム粒子 ・

焼土焼子を含む黒褐色土。 2層はローム粒子 ・焼土粒子を含む暗褐色土。 3層は焼土。 4層は焼土

粒子を多く含む赤褐色土。� 5層は焼土粒子を多 く含む暗褐色土。� 6層は焼土粒子 ・ローム小フゃロッ

クを含む暗黄褐色士。(柱穴)主柱穴は計十数本が検出され、� 2・3本が長複する形をとり、壁溝

(内溝)中か らは� 7本の壁柱穴が確認された。 南壁下には長方形の浅い掘 り込みがみられる。入口

施設に関係 しょ うか。なお、東西方向に小ピット列がみ られるが、 後世のもので ある。(覆土)上

層はローム粒子・焼土粒子を含む黒褐色土、下層はローム粒子 ・ロームブロッ クを含む暗茶褐色土

及び暗黄褐色土を基調とする。

〔遺物〕 土器は炉体土器以外は小片で量も少なかったが、土錘の出土は� 11点と比較的多かった。� 

(時期〕加曽利� E1式期。� 

6号住居跡出土遺物(第20-22図)� 

1は炉体土器Bとして埋設された土器。頭部は無文帯で、その直下に� 2本� 1組の隆帯を巡らすこ

とにより胴部と区分して いる。胴部の文様は� Lの撚糸文を地文と して 、� 2本� 1組の隆帯に より 懸垂

文が施きれる。

2は炉体土器Aとして埋設された土器。頚部と口縁部直下に刻みを持たない隆帯を巡らすことに

よって口縁部文様帯を区画する。区画内は刻みを持つ隆帯を縦位に貼付けさら に小区画され、刻み

を持つ隆帯と沈線に よる渦巻文あるいは曲線文、縦位の沈線文、連続刺突文の組合せに より文様が

構成きれる。頚部は無文帯 となる。� 

3は把手部分であろう か。 口唇上には輪積み を利用した隆帯を巡

らせ、口縁部文様� U:刻みを持つ隆帯によ り三角連続文と 渦巻文が施

きれる。三角連続文内は三叉文が描かれる� o 

4は 「� υ」字状の隆帯と 刺突文が組合わされたもの。� 

5は刻みを持つ隆帯によ り懸垂文か、施される。� '"時� 

6 . 7は波状口縁のもので、波頂部は隆帯により渦巻状になる。� 

8・9は細隆線に より渦巻丈が施される。� 8は� 1ヵ所突起を持ち 、
 

'UJ字状の文様が描かれる。� -
第19図炉跡(1/30) 
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10は波状口縁の土器。口唇上 と頭部に隆帯を巡らすこ とに より口縁部文

様帯 を区画する。口縁部の文様は突起部を中心� lこ細陸線による 重弧丈を施

し、口唇部の隆帯直下と重弧文聞には蛇行する細降線文と刺突文の組合わ

せによる文様が描かれる。頚部は無文帯となる。� 

11は口縁部文様帯に� 2本� 1組の隆帯による� rSJ字文を描く 。地文は� R

の撚糸文である。頚部下には� 2本� 1組の隆帯を巡らす。� 

12はLの撚糸文を地文と し、 クランク文が施きれる。� 

13はLの撚糸文を地文とし、� 2本� 1組の隆帯によ り懸垂文が施される。� 

14は浅鉢形土器の口縁部破片。� 

15-25は土器片利用の土錘である。きれいに縁取りがされ、すべて両端

に糸掛け用の刻みが付けられる。重量は� 15が16.3 g 、16が16.9 g 、17が15 

@ 


出
 
G 

① 
第	22図� 6号住居跡

出土遺物� 3 (1/2) 

.4 g 、18カて16.5 g 、19が"9.6 g 、20カて8.2g 、21カミ37.8g 、22カず26.8 g 、237うず 、g39.9:"か24、g10 

25が半分を欠損するが� 7.7 g。� 

26は土製の耳栓。長さ は� 2cm、孔の直径は開口部が� 1cm、中央官sが� 0.4cm、重きは� 8.2gを測る O 

27は石製品である。断面は楕円形状に扇平 しており 、扇平 した� 1つの面は加工され平坦に仕上げ

られている。石質は緑泥片岩。重さは� 23.6 g。� 

24号土坑(第23図)

〔構造� J27号土坑 と重複するが、撹乱が著し いため前後関係は確認できなかった。(平面形)楕円

形。� ( o '規模)不明� X 124cm 深き)遺存の良い所で� 35cmをi&IJる。 (覆土)ローム粒子・ 炭化物粒子

を含む暗茶褐色土を基調と する。

(遺物〕 土器小片が俺かに出土 した。� 

(時期〕 中期中葉。� 

24号土坑出土遺物 (第 24図� 1-4) 


1は口縁部文様帯に沈線文が施される土器。
 

2は隆帯と沈線により頭部の屈曲部を形成 し、以下無文帯 とな る。
 

31土口縁部文様帝に細隆線による 渦巻文、胴部には懸垂文か。
 

4はLの撚糸文を地文と して、隆帯によ る懸垂文が施される。
 

25号土坑 (第 23図)

〔構造� J(平面形)円形。(規模) 128 X124cmo 深き) 25cm前後。坑底はほぼ平坦で、壁は急斜

である。� (覆土)ローム粒子 ・炭化物粒子を含む暗茶褐色士を基調とする。

〔遺物〕土器小片が僅かに出土し た。

〔時期〕中期後半か。� 

25号土坑出土遺物 (第 24図� 5-10) 


5は蛇行する隆帯 と刺突文が組合わされた土器。
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6はLの撚糸文を地文 として、� F釜帯 と沈線により縦区画あ るいは� 2段の文様帯 を構成する。� 

7は口縁部に� 2本� 1組の隆帯による文様が描かれる。J也文は単節斜縄文を上下で方向を変えて羽� 

状となる。� 

8は条線を地文とし て、沈線による曲線文が施される。� 

9・10は底部破片て¥� 9はL、10はRの撚糸文が施される。� 

27号土坑(第23図)

〔構造J24号土坑と重複するが、携古しが著しいため前後関係は確認できなかった� c (平面形)惰円
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形。(規模)不明� X 142cmo 深さ) 遺存の良い所て" 45cm を ì~I J り、断面形は椀状を呈する。坑底に

は小きな窪みが� 2か所みられる。(覆土)焼土粒子 ・炭化物粒子を僅かに 含む暗茶褐色土を基調と

する。

〔遺物〕なし。

〔時期〕覆土の状態から縄文時代のものと考えら れる。� 

(2)古墳時代・歴史時代の遺構と遺物 
  

12号住居跡(第25図)


〔住居構造)� 26号土坑に切られる。(平面形)長方形。(規模)� 3.40X2.70mo (壁高)25cm前後

を測り 、ほほ垂直に立ち上がる。(床面)住居中央及びカマト前面がよく踏み固められている。 カ

マド左横の床には磯が� 1つ置かれていた。 (カマド)東壁中央に位置する。長さ� 92cm・幅� 100cm・

壁への掘り込み30cmを測る� 両袖部はロームを馬蹄形状に隆起きせ残し、その上部には灰白色粘土o

を被覆きせ構築している� また、土製支脚が燃焼部と煙道部の境に浅く掘り込ま れ、現位置を保っo

て検出されたが、取 り上げる段階でも ろいために粉々に壊れてしま った。(貯蔵穴)カマド右側の

北東コーナーに位置 し、平面形は長方形を呈 し、� 52X40cm.深さ� 42cmを測る。覆土はローム粒子を

僅かに含む黒褐色土を基調とする。 (覆土)上層はローム粒子を僅かに含む黒褐色土、下層はロー

ム粒子 ・ロームブロックを多く 含む明茶褐色土を基調 とする。

〔遺物〕極めて少ない。図示できたのは坪� 1点である。

〔時期〕鬼高式期仁

〔所見〕覆土中に多く のローム粒子・ロームブロ ックを含むこ とから 、埋め戻さ れた可能性がある。� 

12号住居跡出土遺物(第26図)

土師器� I手形土器。口縁部と底部と の境の他に 口縁部途中にも段を有する黒色土器である。口縁部

'"同 

2m 

第25図� 12号住居跡� 0/60) 
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は外傾し、口唇部は丸〈仕上げ、られる。段は沈線状の窪みによる段

的な表現のものであ る。内面及び口縁部外国は横ナテ、外面底部は て三三彩
へラ削りされる。覆土中の出土で、 4/ 5の遺存度である。 

跡、号住居 12第 26図
出土遺物 ( 1/4)

26号土坑(第23図)

〔構造) 12号住居跡を切る。 (規模) 180 X 104cmo (深さ )最も深い所で 50cmを測る。(覆土 )ロ

ーム粒チを多〈含む暗茶褐色土を基調とする。

〔遺物〕なし。

〔時期〕歴史時代 (近世か)。

〔所見〕撹乱が著しくプランの確認はで きなかっ たため、 12号住居跡の精査中に本土坑の存在がわ

かった。そのため、結果的に 2重の土坑が重複 した ょっな構造になってしま ったが、ここで は一応 

1基の土坑と して捉えた。構造はやや変って いて、南側の下端は上端よ りも奥に入り込んでい る。

確証はないが、本土坑の北側部分を入口竪坑部、南側部分を主体部 として想定 した場合、これは

地下式墳の形態に類似する。
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第� 4章 因子山遺跡、第� 4地点の調査

第� 1節調査の経緯�  

( 1 )調査に至る経過

平成元年� 9月、� (株)登喜和 代表取締役原孝一氏から志木市本町� 2丁目� 1693-1-7、1694 

9・12番地 (面積� 896m2)に所在する 開発予定地(宅地造成)におけ る埋蔵文化財の有無及び取り

扱いについて、 志木市教育委員会(以下、教育委員会)に照会があった。

教育委員会は原氏に対して、 当該開発予定地は、周知の埋蔵文化財包蔵地である因子山遺跡(県� 

No.09- 010)に含ま れる ため、保存措置をとる必要がある旨回答 した。

その後、事前協議を行ったが、開発計画に変更カ、ないという結論に達 し、記録保存のための発掘

調査を笑地するこ とに決定 した。� 

9月19日、原氏よ り教育委員会へ試掘依頼書が提出されたため、教育委員会では同月� 26日にパッ

クホーを使用して試掘調査を行ったところ 、住居跡などが検出された。� 

9月27日、原氏よ り埋蔵文化財発掘届が提出されたため、教育委員会では発掘調査を行う組織と

して、志木市遺跡調査会(以下、遺跡調査会)を斡旋 した。遺跡調査会では これを受け、原氏と委

託契約を締結し、同日遺跡調査会長から教育委員会へ埋蔵文化財発掘調査届が提出されたため、教

第27図 周辺の地形と調査地点(1 /5000) 
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育委員では これを文化庁長官宛に届け出、遺跡調査会では即日 発掘調査を開始 した。なお、文化庁

通知番号は、委保第� 5の� 159号 平成� 2年� 5月18日付である。� 

( 2 )発掘調査の経過

発掘調査は、� 9月27日から開始した。前日 の試掘調査で遺構が検出きれなかった部分を土置き場

とし、パ ック ホーを使用し て表土争� Ijぎを行 う。� 29日午後から は遺構確認作業と調査区際の表土剥ぎ

を行い、� 4号住居跡� ( 4 H)の調査 も開始し た。� 

10月2日には� 7号住居跡� ( 7 H)の調査を開始、� 5日には� 4号住居跡の写真撮影 ・実測を行 う。� 

6 Bには� 7号住居跡の写真撮影 ・実測を行い、 また、� 1号住居跡� ( 1 H)の調査も開始する。� 

10月9日には 5号住居跡(5 H)の調査を開始するが、� 3軒の住居跡の重複があることが判明 し

た。また 、� 1号住居跡の写真撮影 ・実i&IJを行った。� 12日には� 1号土坑� ( 1 D)の調査 ・写真撮影 ・

実測を行った。� 

10月13日には� 9号住居跡(9 H)を掘り始めるが、� 5号住居跡により 大部分が破壊きれていた。� 

14日には� 5・9号住居跡の写真撮影 ・実測を行 う。 また、� 3号住居跡� ( 3 H)の調査を開始する。� 

10月16日には� 6号住居跡� ( 6 H)を掘り始め、� 18日には実� ifflJ、19日には写真撮影を行った。� 

10月23日には� 2号住居跡(2 H)の調査を開始、また 、� 3号住居跡、の写真撮影 ・実測を行う。� 

10月24日には� 8号住居跡� ( 8 H)の調査を開始した。また、� 2号住居跡の実iRIJを行う 。� 25日には� 

2号住居跡の写真撮影を行う 。� 

10月26日には� 8号住居跡に切られる士坑を 発見、� 2号土坑� ( 2 D)として偲り始める。また、� 2

号住居跡(2 Y)の調査を開始する o 27日には� 8号住居跡 ・� 2号土坑の写真撮影と実測を行う 。� 

¥ 

。� 
e 

。� 

B C D m 

第28図遺構分布図� 0/300) 
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10月31日には� 2号住居跡の実測、� 11月1日には写真撮影を実施し 、埋め戻しを残し調査を終了 し� 

Tこ。

第� 2節 検出された遺構と遺物� 

( 1 )縄文時代の遺構と遺物 

2号土坑(第29図)

(位:置J A - 3グリ� y ド。

〔構造J8号住居跡(平安時代)に切られ、北東恨IJは調査区外にある。(平面形)不明。(規模)不

明。(深さ)� 70cm前後をiWJる。壁は� 75度前後で急斜に立ち上がる。坑底はほぼ平坦で‘あるが、西伯IJ

に向かつて僅かに傾斜する。(覆土) 2層にわけ られるが、いずれ もローム粒子 を多く含み、よく

締まっている。

〔遺物〕縄文土器の小破片カ、� 1点出土したのみである。

〔時期〕遺物 ・覆土の状態などから考える と、縄文時代の所産である可能性がある。
 

2号土坑出土遺物(第31図� 1) 


LRの単節縄文を地文とし、沈線により文様ヵ、描かれる。
 

(2)弥生時代の遺構と遺物 

2号住居跡(第30図)

〔位;置JA-1グリッ ド。

〔住居構造J 2号住居跡(平安時代)に切 られ、南西側は調査区外に ある。(平面形)辺の張る隅

丸長方形。(規模) 7.2X推定� 6.6mo (壁高)30cm前後を測り、急斜に立ち上がる。(床面)壁際

を除いてよく硬化している。熱を受けて赤化している部分がある。(炉跡)住居中央か ら北に偏っ
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て位置する。平面形は卵形を呈 し、� 68X48cmの規模をもっ地床炉である。一部粘土がみられたが、� 

2号住屑跡に破壊されていた部分もあるので、粘土火皿であったかどうかは不明。� (柱穴)コーナ

一部の� 4本が主柱穴となろう 。� (覆土) 1層は埋め戻された感が強L、。 また 、南西 コーナーの床面

上の覆土中に、暗赤褐色を呈 し小砂利を含む部分がみられた。

〔遺物〕破片のみで非常に少ない。

〔時期〕弥生時代後期。

〔所見〕覆土中に炭化物粒子・炭化材 ・焼土粒子が多いこ とや、床面が焼けている状態を考え ると、� 

¥ 
@'-@ 

2H 

@ 9 
局� 11-'岡

1 }膏茶褐色土(ローム粒子・
ロームブロックを多く
含む)� 

2層暗茶褐色土 (ローム粒
子・ロームブロックを
多く含む)� 

3層黒褐色土(炭化物粒子� 
-炭化材・焼土粒子を
多く含む)
炭化材� 

2. 

第30図� 2号住居跡0/60) 
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焼失住居であった可能性が大きい。 

2号住居跡出土遺物(第 31図 2-14) 

2は査形土器の肩部破片と忠われる。羽状縄文と 3条の 'SJ字状結節文を施し、 6個の孔をも

っ円形浮文が貼付 される。覆土中の山土。 

3は鉢形土器。 f本部が内湾する埼状の器形をとる。単節  RLの縄文を 3段羽状に施し、その下に 

3条の 'SJ字状結節文を巡らす。口唇端部は凹線状にくぽむ。外面縄文帯以外、口唇端部、内面

は赤彩される。床面上の出土。 

4 -14は姿形土器。 4-6は口縁部破片。いずれも内外面はナデら れるがハケ目痕を残す。口唇

端部には亥 IJみヵ、加えられる。 2は床面上、他は覆土中の出土であるが、同一個体の可能性が大きい。 

7-9は頚部から肩部にかけての破片。いずれもハケ目痕を残すが、 7. 9は頚部を横位にナデて

門 

4ヌ 

l
u


字、、

uM
 

14 

'1..・"'"

第31図 2号土坑 ・ 2号住居跡出土遺物 (1 /3) 
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いる 。 7 は床面上、 他は覆土中の出土。 10~13は胴部破片。外面にハケ目痕を残す。 12は覆土中、

他は床面上の出土。14は台付喪形土器の脚台部の破片。内外面にハケ 目痕を残す。 覆土中の出土。� 

(3 )歴史時代の遺構と遺物� 

1号住居跡(第32図)


〔イ立置)A-2グリ ッド。


〔住居構造) (平面形)長方形。(規模)
 

3.5X2.5m 壁高)35cm前後を測� 1)、u

ほほ垂直に立ち上がる� (床面)カマドu

前面のみ、よく硬化している。(カマド)

北壁中央から僅かに東に偏って位置する。

長さ95cm、幅� 1l0cm、墜への掘り込み50 

cm前後を測� 1)、袖部及び天井部は灰褐色

粘土によって構築される。掛け日には土

製支脚が据えられている。(柱穴)検出

されなかっ た。 (覆土)ロームブロック

を多く、焼土粒子 ・炭化物粒子を含む暗

岡'"

，，，，，，"""，"、「¥"""""� .u ぶ
 
褐色土で、埋め戻きれた感が強い。

実ヨ

1m 

〔遺物〕僅かに出土した。
第32図� 1号住居跡(1/60) 

〔時期〕国分式期。


1号住居跡出土遺物(第33図)


須恵器坪形土器である。 口径12.6cm、底径� 5.2cm、器高� 3.9cmを測る。
 ー/
イ本部は僅かに内湾し ながら立ち上がり、口縁部は外反する。底面には回

第33図� 1号住居跡
転糸切り痕を残す。色調は黄檀色から黄褐色を呈する。 カマ ド前の出土

出土遺物� 0/4)
で、口縁部の一部を欠く 。� 

2号住居跡(第34図)


〔イ立置)A-1グリッド。


〔住居構造)� 2号住居跡(弥生時代) を切る。(平面形)長方形。(規模)5 X4.05m 壁高)
o

25cm前後を測り 、 75度前後の角度で立ち上がる。(壁溝)カマド部分を除き 全周する O 幅 15 ~ 20cm 、

深さ� 6 ~15cm を iMiJ る。(床面)カマド前面及び住居北半が、 よ く硬化している。(カマド )東壁ほ

ほ中央に位置する。 長き� 130cm、幅� 120cm、壁への掘り込み40cm前後を測り 、袖部・天井部は灰褐

色粘土で構築される。(柱穴)検出きれなかった。 (覆土)ローム粒子 ・焼土粒子 ・炭化物粒子を

含む黒褐色土を基調とし 、壁溝部分はロ」ム粒子を 多く含む暗茶褐色土である。

〔遺物〕 床面上の遺物は、散漫な出土状態であった。

〔時期〕国分式期。

http:3.5X2.5m
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2号住居跡出土遺物(第35図、第48図� 1) 

須恵器時形土 器 (1・� 2) 

1は口径� 12cm、!え径 6.5cm、持高� 3.5cmを測る。{本部は直線的に聞き、仁� l綾部に至る。� !な面には

回転糸切り 痕 を残す。 色調は灰掲色を呈する。覆土中の出土で、� 2/3程の遺存度。� 

.3 

2m 

第34図� 2号住居跡(1� /60)

モユJ ノグ
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第35図� 2号住居跡出土遺物� ( 1/4) 
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2は口径12.5cm、!怠径� 6.3cm、器高� 3.7cmを測る。� f本部はゆ るやかに内湾し、口縁音� 1)は僅かに外

反する。庭面には回転糸切り痕を残す。色調は淡黄樺色を呈する。覆土中の出土で、� 1/3程の遺存� 

J支である。

須恵器t宛形土器� ( 3 ) 

口径14.4cm、底径� 8cm、器高� 6.1cmを測る。体部は僅かに内湾 しながら聞き、口縁部に至る。底

面には回転糸切 り痕を残す。色調は暗紫色を呈する。覆土中の出土で 、� 1/2程の遺存度。

須恵器皿形土器(4 ) 

口径17.8cm、底径� 7.5cm、器高� 2.7cmを測る。� f本部はほぼ直線的に聞き 、口縁部は僅かに外反す� 

。
1 7 

λ 

A1!6司 A 

2m 

第36図� 3号住居跡(1� /60) 
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る。底部には回転糸切り 痕を残す。色調は暗灰色から黄灰色を呈する。夜土中の出土で 、1/2強の� 

j宣存度。

土師昔母子;イナ袈形土器� (5・8) 

5は口径15cm、脚台径10.6cm、器高20.7cmを測る。胴部は球形を呈 し、 口頭部は 「コ」 字状をな

す。脚台部は外反しながら「ノ¥l字状に聞く 。口頭部内外面は横ナテ¥胴部外面はへラ削� 1)後ナデ、

内面はナデられる。脚台部内外面は横ナデ される。南東コーナー近く の出土で 、1/2程の遺存度。� 

8は胴下部から脚台音r¥にかけての破片。脚台部は「ハ」字状に聞く 。胴部外面はへラ削� 1)後ナデ、

内面はナテられる。脚台部内外面は横ナデされる。西壁下の出土。

土師j器114形土器(6・7) 

6は口径21.5cmを測る。口頭部は 「コ」字状を呈する。口頭部内外面は横ナデされる。胴部外直i

はへラ削り後ナデら れる。内面はナデ られる。 カマド中の出土。� 

7は口径19.8cmを測る。口頭部は 「コ」字状を呈する。内外面とも横ナデされる。カマド左横の

出土。

鉄製品(第48図� 1) 

鎌であろうか。両端を欠く 。現存長� 7cm、刃幅� 2cmを測る。覆土中の出土。� 

3号住居跡(第36図)


〔位置)A -2グリッ ド。


〔住居構造) (平面形)長方形。 (規模)5.8X5.2m o (壁高)40cm前後をiRI
J1)、70-80度の角度

で立ち上がる。南西壁ほほ中央に、一部ロ ームを方台状に掘り残 した部分がある。 (床面)平坦で・

あるが、軟弱で、硬化面は認められなかった。(カマド)検出きれなかった。(柱穴)検出きれなか

った。(覆土)上半は埋め戻きれた感が強い。

〔遺物〕須恵、器 ・土師器の小破片が僅かに出土した。図化できる土器はなかった。

〔時期〕 国分式期。

〔所見〕木造構l、一応平安時代の住居跡として取り上げたが、カマドが無いこと、壁にローム をi

方台状に掘 り残した部分があることなど、当該期の一般的な住居跡の形態とは大きく異なる。ある

いは、住居の製作途中で放棄 したのかも しれない。� 

3号住居跡出土遺物(第48図� 2) 

鉄製品、おそ らく万子と思われる。身の一部のみ遺存。現存長� 3.7cm、身幅� 0.9cm、背幅� 0.2cm

を測る。背は平 らである。覆土中の出土。� 

4号住居跡 (第37図)� 

(位置 )D-2グリ ッド。

〔住居構造J(平面形)長方形。� (規模) 3.4X2.95mo (壁高)30cm前後を浪IJり、80度前後の角

度で立ち上がる。 (床面)軟弱で、、硬化面は認められなかった。� (カマド)東壁ほほ中央に位置す

る。長さ� 100cm、幅85cm、壁への掘り込み35cm前後を測り 、袖部及び天井部は灰白色粘土で構築 さ

http:5.8X5.2m
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れる。 (柱穴)検出されなかっ た。 (覆土)全体にローム粒子 ・ロームブロッ クを多く 含み、また、

堆積状態 も不規則で、埋め戻された感が強い。� 

Ci.宜物〕僅かな出土であった。ヤマモモと思われる炭化種子が� 2粒出土した。

〔時期〕国分式期。� 

4号住居跡出土遺物(第38図)� 

1は土師器褒形土器。口径20.5cmを測るが、� 1/4程の破片からの推定復元のため多少の誤差はま

ぬがれない。口 頭部はゆるやかな「コ」 字状を呈して聞く。口頚部内外面は横ナデ。胴部外面はへ

ラ削リ後ナデ、内面はナテられる� O カマ ド中の出土。� 

2は土師器椀形土器。口径14.4cm、底径� 7.5cm、器高� 5.7cmを測るが、� 1/5程の破片からの推定

復元のため、 特に口径は多少の誤差があるものと思われる� 休部は僅かに内湾しながら聞き口縁部O

に至る。外面は口縁部横ナデ、体部はナデられる。内面はよ く磨かれている。胎土には白色針状物

質を含む。覆土中からの出土。

内 
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，筒10

第38図� 4号住居跡出土遺物� (1/4) 
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5号住居跡(第39図)� 

(1立置JB-1グリッ ド。

〔住居構造J6・9号住居跡を切る。� 1号土坑に切られる。 (平面形)長方形。� (規模)3.68X3. 

25mo 壁高)20cm前後を� iMIJり、� 70-80J支の角度で立ち上ヵ、る。(床面)カマド前面、住居中央が

よく硬化しているが、全体的に凹凸がある。(カマ ド)東壁中央か ら僅かに南に偏って位置する。

袖部 ・天井部は灰褐色粘土で構築 されて いた と思われるが、流れ去っていた。壁への掘り 込みは60 

cm前後を測った。 (覆土)全体に焼土粒子 ・炭化物粒子を多く含む。

〔遺物〕 多く出土 したが破片が散乱している状態であっ た。住居南半には炭化材が多くみられ、ま

た、ヤマモモと思われる炭化種子が10数粒出土した。

〔時期〕国分式期。

〔所見〕覆土中に焼土フ。ロ ック ・焼土粒子 ・炭化物粒子を 多く含むこ と、炭化材が多くみられるな

ど、焼失住居であった可能性が大き い。� 

5号住居跡出土遺物(第40図)

須恵器時形土探� (1 -11・14-17) 

1は口径15.6cm、底径� 7.3cm、器高� 6.3cmを測る。休部は内湾しながら聞き、 口縁部に至る。底

面には回転糸切り痕を残す。色調は暗紫色を呈する。 覆土中の出土で、� 1/5程の遺存度。� 

2は口径14.6cm、底径� 5.5cm、器高� 4.6cmを測るが、焼き歪みが大き く計測位置によ って若干の

誤差と器形に差異カ、でてくる。イ本部はほぼ直線的に聞き 、口縁部は外反する。底面には回転糸切り

痕を残す。色調は燈色を呈す る。覆土中の出土で、2/3程の遺存度。� 

3は口径15cmをiP'IJる。体部はほぼ直線的に聞き 、口縁部に至る。色調は灰白色を呈する。覆土中

の出土で、口縁音1.1本部の1/2強と底部を欠く。) :

4は口径14.2cm、底径� 6.3cm、器高� 4.6cmを測る。体部はほぼ直線的に聞き 、口縁部に至る。底� 

5・・17 
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・
11 

"τ 181. 

・
・
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ミミ~Q蕊“

第39図� 5号住居跡0/60) 

暗茶褐色土� 
(焼土ブロッ

ク・焼土粒子・
炭化物粒子を
多く含む)

暗褐色土
(焼土粒子・

ローム粒子 ・
炭化材を多く
含む)

黒掲色土� 
(ローム粒子

を含む)� 

2. 
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面には回転糸切り痕を残す。 色調はj炎茶褐色を呈する。tEi討西側の出土で、口縁部の 1/3程を欠く 。 

5は口径 14.4cm、底径 8cm、器高 J1iる。休部は傑かに内湾しながら聞き 、口縁部に至る。5.5cmをiJ

俺かに残る庭部からみる限り 、高台付になる可能性がある。内面は横位によく磨かれ光沢をもっ。

色調は j炎茶褐色を呈する。北壁下の出土で、 1/3程の ill存度。 

6は口径 14cm、底径 7.2cm、器高 4.6cmをiRIJる。休部は僅かに内湾しながら聞き 、口縁部に至る。

成面には回転糸切り痕を残す。色調は茶褐色を呈する。覆土中の出土で、 1/3程の遺存度。 

7は口径 14.2cm、底径 6cm、器高 4.8cmを損IJる。休部は僅かに内湾しながら聞き 、口縁部に至る。

底面には回転糸切り痕を残す。色調は灰褐色を呈する。覆土中の出土で、 1/3程の遺存度。 

8は口径13.8cm、底径 6.2cm、器高 5.1cmを測る が、焼き歪みがあるため、計測値については 多

少の誤差があ る。体部はほほ、直線的に聞き、口縁部に至る。底面には回転糸切り痕を残す。色調は

茶褐色を呈する。住居西側の出土で、口縁部の一部を欠く。 

。{本部はほぼ直線的に聞し、るが、焼き歪みが著 し iWJを5.3cm、器高6.2cm、底径.5cm13は口径 9

き、 口縁部に至る。 底面には回転糸切り痕を残す。色調は赤褐色を呈する O 覆土中の出土で 、 1/4

程の遺存度。 

10は口径13.9cm、底径 5.9cm、器高 4.6cmを測る。イ本部は僅かに内湾しながら聞き、口縁部に至

る。底面に は回転糸切り痕を残す。色調は茶褐色を呈する。覆土中の出土で、 1/5程の遺存度。 

11は口径 13.3cmを測る。 f本部はやや内湾 しながら聞き、口縁部は僅かに肥厚する。色調は淡茶褐

色を呈する。北西 コーナー付近の出土で、口縁部 ・休音 ]11/2程と底部を欠 く。 

14は口径 13cm、底径 6.5cm、器高  4.6cmをiRIJる。体膏]¥は直線的に開き 、口縁部は僅かに外反する。

底部には回転糸切り痕を残す。色調は樟色を呈する。覆土中の出土で、 1/2程の遺存度。 

15は口径 12.5cmを測る。 f本部は僅かに内湾 しなが ら聞き 、口縁部に至る。色調は灰白色を呈する。

北壁下の出土で、口縁部・休部の 1/2程と底部を欠く。 

16は口径 12.7cm、底径 5.5cm、器高 4cmを測る。イ本部は僅かに 内湾しながら聞き 、口縁部に至る。

底面には回転糸切り痕を残す。色調は i炎茶褐色を呈する。北壁下の出土で 、口縁部を 1/3程欠く 。 

17は口径 12.5cm、底径 6.5cm、器高 4cmを測る。休部は直線的に聞き、 口縁部に至る。底部には

回転糸切り痕を残す。色調は赤褐色を呈する。北壁下の出土で、 1/4程の遺存度。

須恵器皿形土器 (12)

口径13.7cm、底径 5.8cm、器高 3.2cmを測る。{本部はやや内湾 しながら聞き 、口縁部は僅かに肥

厚する。底面には回転糸切り痕を残す。色調は燈色を呈する。覆土中の出土で、口縁部を 1/2弱欠

須恵、器埼形土器 (18)


高台付 t宛である。口径16cm、高台径 6.5cm、器高 Jる。体部は僅かに内湾 しながら聞き 、
5.8cmを調I

口縁部は僅かに外反する。高台は付高台で 「ハ」字状に関 心底面には回転糸切り痕を残す。色調

は淡黄桂色を呈する。北西コーナー付近の出土て¥口縁音]の一部を欠く 。1

灰粕坪形土器(13)

高台付の峠である。口径 13.6cm、高台径 6.6cm、器高 4.2cmを測る 体部は内湾 しながら聞き 、o
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口縁部は僅かに外反する。高台は付高台で 「ハ」字状に聞 く。底的に は回転糸切 り痕を残す。手由は

漬け掛けで、内面は底部を除き 、外面は口縁部に施糊され、 i炎緑色に発色す る。 カマド前の出土で、

口縁部の一部を欠く 。

灰柑壷形土器 (19)

高台付の壷形土器であ る。 長頚瓶となろう か。肩部以上を欠 く。胴部 仁位から 内i脅しながら底部

に移行する。高台は付高台 でやや外反し内面に稜をもっ。 底面には中央部分に回転糸切リ痕を残す。

糊は漬け掛けで 、胴部上位か ら一部高台にまで施柑され、濃緑色に発色する 北西コーナー付近のO

出土。

須恵器査形土器 (20)

程遺存 している。肩部は張 りを もっ て胴部上位に至 り、内湾しながら底部へ移行1/2ヵ、肩部以下

する。色調は肩部では貰緑色のゴマフリ状を呈 し、 それ以下は赤紫色を呈する。覆土中の出土。

土師器褒形土器  (21-23) 

21は口径17.5cmを測る。胴部上位に最大径 をもち、口頭部は短 〈外反する。 U頭部内外面は横ナ

デきれる。胴部外商は斜位のへラ削 リ、内面は横位に掻きとる よっにへラナデされている 北西コO

ーナー付近の出土で、胴部中位以上 1/2程の遺存度。 

22は底部か ら内湾 しながら聞 く。外面は縦位のへラ削 り、内面はナデられる。覆土中の出土で 、

胴部中位以上1/2程の遺存度。 

23は底部からはほ直線的に聞 く。外面は縦位のへラ削 り。 内面はナデられる O 覆土中の出土で、

胴部中位以下1/2程の遺存度。 

6号住居跡(第41図)

〔位置) B-1グリッ ド。

〔住居構造 ) 5・9号住居跡に切られる。 (平面形)長方形。(規模) 3.7X 3.2mo (壁高)50 

cm前後を測 り、 ほほ、垂直に立ち上が り、 一部オーバーハン グする。(壁溝)カマド部分と西壁の一

部を|徐き全周する。 幅10cm前後、深さ 1-7 cmを測る。 (床面)壁際を除いて全面よく硬化し てい

る。西壁下中央部分が、10cm程一段高 くなっ ているo (カマド)北壁中央か ら僅かに東に偏って位

置する。長き 100cm、幅 120cm、壁への掘り込み80cmを測り、 袖部 ・天井部は灰褐色粘土で構築 き

れる。 (貯蔵穴)カマ ド右横、 北東コーナ一部に位置する 平面形は卵形を呈し 、60X40cm、深さc

16cmをiRIJる。 (ピット)西壁 卜ほほ中央の 1本が検出きれたのみである。南壁下の掘り 込みは後世

のものである。 (覆土)全体に埋め戻きれた感が強い。

〔遺物〕僅かな出土であった。

〔時期)国分式期。

〔所見〕 西壁下のピットの覆土中には灰と 骨片が含まれていた。その横の床より 段高 くなってい

る部分と併せて、 一つの宗教的な施設を形成していたのかもしれない。 

6号住居跡出土遺物(第42図、第48図 3-6) 

第42図は須恵器印形土器。口径13cm、底径 6.7cm、器高 3.8cmを測 る。厚手の底部から胴部はゆ
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ー-c

。� 
1J冒 暗補色土 (ローム粒子を含む)� 
2層赤褐色土(焼土ブロック、5号

住居跡、貼床)� 
3層 質構色土 (ロームブロ ック・� 5

号住居跡、貼床) 
4層暗黄偶色土 (ロームブロ ック ・

ローム粒子を多く含む)� 
5層黒得色土(ローム粒子を含む)

、闘関側側燃側淡、選� 6層暗掲色土 ( 口 一 … ッ
7層 含明茶む補)色土� (ローム粒子を多く※ ミミ� 

含む)� 
8層 暗茶褐色土 (ローム粒子を多く

含む)
9層 黒色土� 
10層 暗灰掲色土(灰 ・骨片を含む)

総議選� 日
1m 

局面画面� 

第41図� 6号住居跡(1/60)

:;;二五、るやかに内湾しながら聞き 、内側に僅かに肥厚する 口縁部に至る。底面

は屈転糸切り後、 周縁を回転へラ削りきれる。胎土には僅かに白色針状

物質 を含む。色調は暗版色を呈する。 カマド右横の出土で、口縁部を一
第42図� 6号住居跡

部欠 く。 出土遺物(1/4) 

第48図� 3-6は鉄製品であるが用途は不明。� 3-5は板状の素材の端

部を折 り曲げ られている。� 

L、ずれも カマド前からま とまって出土 した。� 

7号住居跡(第43図)


〔位:置)� D-1クリ ッド。


〔住居構造〕南東コーナ一部は調査区外にあ る。(平面形)長方形。 (規模) 5.5X5.15mo (壁


高)30cm前後をi&IJり、� 80度前後の角度で立ち上がる。(壁溝)調査できた部分では全周する。幅10 

-15cm、深さ� 2-llcmを測る。(床面)壁際を除 き、よく硬化してい る。 (カマ ド)東壁ほほ中央
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1 

1J置 撹乱� 
2層 明茶掲色土� 

(ローム粒子 ・焼土
粒子を多〈含む。ロ
ーム ・黒色土がブロ
ック状に含まれる) 

3層暗茶縄色土
(ローム粒子を多く

含む) 

4膚 黒縄色土
(ローム粒子を僅か

に含む)� 

5層明茶褐色土� 
(ローム粒子を多く

尽m 含む)

ぷ…::-...，'\.，，，，，，，，，'\.'\.，，，"\."\\\.，，，，，，，，，"， <;:，，"，，，，，，，，，，，，，，，，~…… ……

第43図� 7号住屑跡(1/60) 

に位置するものと思われるが、大部分が

2m 

調査区外にあ り詳細は不明。袖部は灰褐

色粘土で構築されて いる。 (柱穴)検出

されなかった。(覆土)特に上層は埋め

、。戻された感が強し

二EZR
 ぐ¥二二

第44図� 7号住居跡出土遺物� (1/4) 

〔遺物〕僅かな出土である。


〔時期〕国分式期。
 

7号住居跡出土遺物� (第44図)


須恵器時形土器 (1・ 2) 


1は口径12.9cm、底径� 7.2cm、器高� 2.7cmを測るが、口縁部を大きく 欠いているため、口径に関

しては 多少の誤差があるかも しれない。 休部はやや直線的に聞 き、口縁部は僅かに外反する。底面

は全面回転へラ削 りさ れる。胎土に は僅かに 白色針状物質を含む。色調は暗灰色を呈する。 覆土中

の出土である。� 

2 は口径 12 . 7cm、底径 6 .6cm 、 器高 3 . 8cm を ì~ IJ る。{本部は僅かに 内湾し ながら 聞き 、 口縁部に至
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る。底面は全面回転へラ削 りされる。色

調は明黄櫨色から明灰色を呈する。覆土

中の出土で、1/2程のi宜存度。

須恵器埼形土器(3 ) 

口径17.2cm、)氏後� 9cm、器高� 6.4cmを� 

NIJる。休部は内湾しながら聞き 、口縁部

に至る。底面は回転糸切 り後、周縁回転

へラ削 リさ れる。色調は寅灰色を呈する。 一一一---CL一一一� 
g三

一』一一ーー~二 

覆土中の出土で、2/3程の遺存度。

8号住居跡� (第45図)
1露、ぶ災対

〔位置)A- 3グリ ッド。� 

〔住居構造)� 2号土坑を切る。東半は調

査区外に ある。(平面形)不明。(規模)

(1/4)号住居跡8図45第
り、IJ{目前後を35cm壁高)X3.65m不明� o

80度前後の角度で立ち上がる。� (壁溝)調査できた部分では、壁下に10 

cm前後の平坦部を もち 、その内偵IJを全周する。幅10-20cm、深さ� 11-14 

cmを測る。� (床面)住居南半が、よ く硬化している。(カマド)調査区

外にあるもの と思われる� (柱穴)検出きれなかった。� (覆土)ほほ、� 2c

第46図� 8号住居跡
層にわけられ、単純な堆積状態である。

出土遺物� (1/4) 
〔遺物〕僅かに出土した。

〔時期〕国分式期。� 

8号住居跡出土遺物(第46図、第48図� 7・8) 

第46図は須恵器坪形土器。口径12.8cm、底径� 5cm、器高� 4.1cmを測る。� {本部はほぼ直線的に聞き 、

口縁部は僅かに外反する。底面には回転糸切り 痕を残す。 色調は黄褐色から暗灰色を呈する。床面

上の出土で、� 1/2弱の遺存度。

第48図� 7・8は鉄製品。刀子ないしは鉄鋲の茎部で あろう か。覆土中の出土。� 

9号住居跡� (第47図)

〔位;置)B-lグリッド。

〔住居構造)� 6号住居跡を切 り、5号住居跡・� 1号土坑に切 られる。(平面形)長方形。� (規模) 

4.7X3.7m (壁高)15cm前後を測 り、� 70度前後の角度で立ち上がる。(壁溝)� 5号住居跡に破壊o 

されて不明の部分もあるが、おそらくカマ ド部分を除いて全周し ていたと 思われる。幅10cm前後、

深さ7-15cmを測る。(床面)大部分が� 5号住居跡に破壊されてい るため不明である。(カマド)

北壁中央から東に偏って位置する。袖部は� 5号住居跡に破壊 されている。壁への掘り込みは60cm前

後をi ( 覆土)� 5号住居Mり、暗灰褐色粘土で構築されていたよ うだc 柱穴)検出きれなかった。(

http:4.7X3.7m
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跡に破壊きれなかった部分をみる限りは、ローム粒子を多く含む暗茶褐色士であった。

〔遺物〕僅かな出土で、図化できる ものもなかった。

〔時期〕国分式期。� 

1号土坑� (第四国)

〔位置)B-1グリッド。

〔構造)� 5・9号住居跡を切る� o (平面形)不整長方形? (規模)不明� x110cmo (深さ) 10cm前

後をislJり、壁は� 40度前後の角度で立ち上がる。坑底はほぼ平坦で、ある。(覆土)ローム粒子を含む

暗褐色土の単一土層である。

〔遺物〕須恵器片が僅かに出土したが、混入 したものであろう 。

〔時期〕 不明。覆土の状態からする と、中世以降の所産であろう 。� 

」画面� 2m 

O 
5con 

-ーー面画面画面画面面画面=面画面画� 

第48図 住居跡出土遺物� (1/3)
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第 5章 因子山遺跡、第 5地点の調査

第 1節 調査の経緯

( 1 )調査に至る経過

平成jじ年10月、( 個 人 )から志木市本町 2丁目 1731-2 (667.・m')に所在する開発予定地(共

同住宅建設)における周蔵文化財の有無及び取 り扱いについて志木市教育委員会(以下、教育委員

会)に照会があ った。

教育委員会では依頼者に対して、当該開発予定地は、周知の埋蔵文化財包蔵地である田子山遺跡

(県No.09- 010)の隣接地であるためiiI跡に 含ま れる可能性があるこ と、 また、 遺跡であると 判明

した場合は保存措置をとる必要があるため、その有無を確認する試掘調査を行いたい円回符 した。

11月6日、依頼者より教育委員会へ試J偲屈依頼書か

施 したカが、、平安時代と思われる住居跡な どが確認されたため埋蔵文化財包蔵地として認定、依頼者

に開発計画に変更がない場合、発掘調査ヵ、必要で、あ る旨を伝えた。

11月9日、依頼者より埋蔵文化財発掘JEfiが提出さ れた ため、 教育委員会では発掘調査を行う 組織

として志木市遺跡調査会(以下、遺跡調査会)を斡旋、遺跡調査会ではこ れを受けて委託契約を締

結し 、即日、遺跡調査会長は埋蔵文化財発掘調査届を教育委員会に提出、教育委員会ではこ れらの

書類をすみやかに文化庁長官に届け出、同月 13日から 発掘調査を開始 した。なお、文化庁通知番号

は、委保記第 5の 167号 平成 2年 5月18日であった。

( 2 )発掘調査の経過

発掘調査は11月13Bから開始した。 試掘調査の後パック ホーを使い表土剥ぎを行っていたが、A

宮?
e 

C 

第49図 遺構分布図 (1/300)

一♀
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-1グリ ッドの調査区際の表土剥ぎ を人力で行い、 その後、� 12・13号住居跡、� 3号土坑の調査を開

始する。� 15日には� 12・13号住居跡の写真撮影 ・実測、� 3号土坑の写真撮影を行い、 また、� 10・11・� 

14号住屑跡、� 4・5号土坑の調査を始める。� 14号住居跡は壁溝の一部残すのみであった。

日月� 18日には14号住居跡、� 4・5号土坑の写真撮影 ・実� ifflJ、3号土坑の実視� IJを行 う。� 20日に� 10号

日には実測を実施し た。� 21の写真撮影を行い、跡、住居� 

11月27日には日号住居跡の遺物出土状態の写真撮影、� 28日には� 11号住居跡の写真撮影 ・実測を行

し、実質的な調査を終了、� 30日には埋め戻しも完了 した。

第� 2節 検出された遺構と遺物� 

10号住居跡(第� 50図)

〔位置JA-1グリ 、ソド。

〔住居構造� J11号住居跡を切 る。� (平面形)長方形。(規模)� 3 X2.74mo 壁高) 10crn前後を� i&IJ

リ、� 50-60度の比較的ゆるやかな角度で立ち上がる。 (床面)カマ ト前面のみ硬化している。(カ

ミ ぶ¥，::，� :"

.， 

点"-""-"""""""""，，，，…

1m 
M 

第50図� 10号住居跡(1/60) 

=y¥ー
 1
1
1
1 
|
|
」 

J 

3 

10叩

第51図� 10号住居跡出土遺物� (1 /4) 
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マド)東壁、南東コーナー寄りに位置する。長さ 85cm、I幅 100cm、壁への掘り込み45cmをiUlj1)、袖

部及び天井部は灰白色粘土によって構築されている。 (柱穴)検出 されなかった。 (覆土)焼土粒

子 ・炭化物粒子を多く含む黒褐色土の単一土層である。

〔遺物〕俺かな出土であった。

〔時期〕国分式期。 

10号住居跡出土遺物  (第51図) 

1はJ火f由長頚瓶。最大径を胴部上位にもち、肩部は比較的なだ らかで、頚部は僅かに外反しなが

ら聞 く。高台は付高台で短 く 「ハ」字状に開く 。底面には回転糸切り痕を残す。紬は頭部から肩古li

にかけては濃緑色に 、胴部では灰白色に発色する。 カマド前の出土で、口縁部を欠く 。 

2は灰f出土宛形土器。口径 16.6cm、高台径 7cm、器高 5.3cmをiHjるが、口縁部の遺存度が低いため、1

口径に関し ては信頼度が低い。休部は僅かに内湾 しながら聞き 、口縁部に至る。高台は付高台で、

内側に屈曲 しながら 「ハ」字状に関 心 底面には回転糸切り痕を残す。利は{本部内面に部分的に掛

かり、灰白色に発色する。北壁下、北東コーナー寄りの出土で、1/3程の遺存度。 

3は須恵器埼形土器。口径17.2cm、高台径 8.2cm、器高 8.6cmを損Ijる。休部は内湾しながら聞き、

口縁部は僅かに外反する。高台は付高台で、僅かに内湾 しながら 「ハ」字状に聞く 。底面には回転

糸切 り痕を残す。色調は暗灰色を呈する。東壁下、 北東コーナー寄りの出土で、 1/2程の遺存度。 

11号住居跡(第52図)

〔位置) A ~ 1グリッド。

〔住居構造) 10号住居跡に切 られる。 (平面形)長方形。 (規模) 7.8 x推定  8.6ffio (壁高)60 

cm前後を ì，~lj 1)、80度前後の角度で立ち上がる o (壁溝)調査でき た範囲では、カマド部分を除いて

全周する。l幅25cm前後、深さ 7-20cmをiftljる。 (床面)カマド前面と住居西側の一部が硬化してい

る以外は、 非常に軟弱である。全体に焼けていて、特に軟弱な部分ではボロボロになっている。 

(カマ ド)北壁中央から僅かに東に偏って位置する。長さ 175cm、幅 150cm、壁への掘り込み40cm

を測る。袖部及び天井部は灰白色粘土で構築される。掛け口には土製支脚が据えられていた。 (貯

蔵穴) カマド右横に位置する。平面形は長方形を呈し、 72X65cm、深さ 67cmを測る。(柱穴)各コ

ーナ一部に 3本検出された。主柱は 4本で構成きれよう。(覆土)焼土ブロック・炭化材がめだっ。

〔遺物〕多 く出土し たが、大部分が破片の状態であった。ま た、ヤマモモと思われる炭化種子が多

〈出土した。いずれも住居西側に集中している。

〔時期〕鬼高式期。

〔所見〕覆土中に焼土フゃロック ・焼土粒子 ・炭化材・炭化物粒子が多く含まれる こと、床面が焼け

てい ること などから、焼失住居と考えられる。 また 、土器がほとんど破片の状態で検出されたのも 、

焼失の際の上屋の崩壊が原因である可能性がある。 

11号住居跡出土遺物 (第53・54図)

須恵器時形土器(1・2) 

1は口径 9cm、器高  3.8cmを測る。 は浅めで丸い。受部は上向きに1¥口縁部は強〈内傾する。イ本音
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第 53図 11号住居跡出土遺物 1 (1/4) 
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のび る。休部下端はへラ削 リ、 それ以外は横ナデされる。色調は青灰色を呈する。北西 コーナー付� 

;frの出土で 、完形品。� 

1¥は体育� 2 下半の破片。{本音1下端は回転へラ削� 1)、それ以外は横ナテされる。色調は黄灰色を呈す¥

る。北西柱穴上の出土。

須恵器室長形土器(3 ) 

口縁部破片。 伶かに凶曲 し て天井部に至る 。 色調は暗灰色を呈す る 。 覆土 ~I:l の出土。

土師器時形土ffii: (4~ 9) 

41土口径13.2cm、棒高� 4.8cmを測 る。丸� l尽の底部から内湾し ながら立ち上が り、口縁部は僅かに

外反する。 口縁部内外面は横ナテ¥ 以下内外面はナデられる。住居西寄りの出土で、口縁部の一部

を欠く� o 

5は口径� 12.7cm、器高� 4.8cmをifiilる。丸!まの底部から内湾� Lながら立ち上がり 、頚部に僅かな稜

をも ち、口縁部は外湾する。 口縁部内外商は横ナデ、以下ナデられる が、底部外面にはへラ削り痕

を残す。覆土中の出土で、口縁部.� i本部の一部を欠 く。� 

6は口径13cm、器高� 5.1cmを測る。丸底の底部から内湾しながら 立ち上がり、口縁部に至る。口

縁部内外商は横ナデ、以下内外国はナデられる。覆土中の出土で、� 1/2程の遺存度。� 

7は口径� 13.3cmを測る。丸底の底部から内湾しながら立ち上が� 1)、口縁部に至る。 口縁部内外面

は横ナテ¥以下内外面はナデられるが、休部外面下端にはへラ削 り痕を残す。覆土中の出土で、� 

1/2弱の遺存度。� 

N 
21 

10.. 

第54図� 11号住居跡出土遺物� 2 (1/4) 
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8は口径16.3cm、器高 5.4cmを測る大型の土器。平 Jまぎみの底部から内 j脅しながら立ち上がり、

口縁部は短 く外反する。口縁部内外国は横ナデ、以下内外面はナテられるが、体部下端にはへラ削

リ痕を残す。覆土中の出土で、 1/3程の遺存度。 

9は口径11.6cm、器高 4cmをiJる。丸!まの底部から内j!/l 脅しながら立ち上がり、頭部に僅かな稜を

もち、口縁部は直線的に聞く 。口縁部内外面は横ナデされる。 f本部外面はへラ削 1)、内面はナデら

れる。貯蔵穴右横の出土で、完形品。

土師器域形土器(10・11) 

10は口径13cm、器高  8.3cmを測る。平底ぎみの成部から内湾しながら立ち上が り、 口縁部に至る。

口縁部内外面は横ナテ守れる。休部外面はへラ削り 、内面はナデられる。覆土中の出土で、 1/3程

の遺存度。 

11は口径15.5cm、器高  8.2cmを測 る。丸底の底部から内湾しながら立ち上がり、口縁部は直立す

る。口縁部内外面は横ナデ、以下内外面はナデられる。北西柱穴上の出土て ¥ 2/3程の遺存度。

土師器鉢形土器(12)

口径19.8叩を測る。イ本部は内湾し、頭部でくびれ、口縁部は外反する。口縁部内外面は横ナデ、

以下内外面はナデられる。北西柱穴近く の出土で、休部下位以上  1/2程の遺存度。

土師器甑形土器 (13)

口径24.6cm、底径10.3cm、器高  34.3cmを測 る。 底部は筒抜け状を呈する。底部からはほ直線的に

聞き 、口頭部は大き く外反する。 口頭部内外国は横ナテ、以下内外面はナデられるが、胴部下半に

は縦位のへラ削り痕を残す。西壁近 くの出土で、 1/2程の遺存度。

土師器褒形土器(14-22) 

14は口径19.2cmを測る。胴部ほほ中位に膨らみをも ち、頭部でく ぴれ、口縁部は外湾する。くび

れ部には沈線状の痕跡が残る。口頭部内外面は横ナデされる。胴部外面は縦位のへラ自 IJり、 内面は

へラナデされる。カマ ド前の出土で、底部を欠く 。 

15は口径21.7cmを測る。頚部でくびれ、口縁部は外反し、口唇部は水平に聞く。口頚部内外面は

横ナテーされる。胴部外面はナデられるが部分的に縦位のへラ削り痕を残す。内面はへラナテされる。

北西柱穴上の出土で、胴部上位以上が遺存する。 

16は口径20.5cmを測る。頚部はゆるやかに くびれ直線的に立ち 、口縁部は外湾する。口頭部内外

面は横ナデ、以下内外面はナデられる。 覆土中の出土で、胴部上位以上が遺存する。 

17は口径17.7cmを測る。 肩部は強く張 1)、口頭部は大きく外湾する。口頚部内外面は横ナデされ

る。肩部外面はナデ、内閣はへラナテ弓れる。北西柱穴近 くの出土で、肩部以上が遺存する。 

18は口径20.6cmを測る。頭部は直線的に立ち、口縁部はほぼ水平に外反する。口頭部内外面は横

ナテ 、以下内外面ナデられる。覆土中の出土で、胴部上位以上が遺存する。 

19は口頚22.7cmを測る。胴部下位から直線的に聞き、胴部上位に僅かな膨らみをも ち、口頚部は

外反する。口頭部内外面は横ナデされる。胴部外面は縦位のへラ削り、 内面はへラナデされる。西

北柱穴近くの出土で、胴部下位以上1/2強の造存度。 

20は口径21.7cmを測る。胴部下位から直立さ、みに聞き 、胴部上位に僅かな膨らみをもち、頭、部は
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直立 し、� 11械部は外汚する� 口頭itlS内外1111は横ナデされる。胴{TI¥外面は縦位のへラ削 り、内|白はへO

ラナテされる。 カマト前のtH土で 、胴ijj - 立存度。"i下位以� 1.3/4ねのi

21は氏径� 9.4cmをiIる。! 脅しながら開く 。Jj阿部外面は縦{立のへラ削り の後ナテいられるつHl 応部から内i

|付I 可柱穴� 1の出土で、胴部中位以下ヵ、jl」じTr]はへラナデされる。 立存する。� 

rfu外1¥から 内汚 しながら聞 く。 胴日iJを8.7cmは!点径22 Hlる。litm¥ は斜位にへラ削りされる。内両は

へラナデされる。山由には木葉痕を妓す。覆土中の出土で、 胴部!fl位以下の志一存。� 

12号住居跡(第55図)


(位行 )A - /ド。
 "'1)グ2

c1上，情j 横ーが一部長リ� H，す。� 規模)4.18X3.85m o (rl'l' lIl: 立) (平而形)� 1之方形。京I世カマドh: ' ( ~可 ) 

30cm前後をi!liJリ、はは垂直に立ち上カ、るが、南壁は701定前後と他の壁に比べてゆるやかである。

(l立溝)カ マト、及ひ~!:{空のリl~ リ出 し 部を|徐き全国する 。 ( 床両 )カマ ド前面から住肘 1 ~l 央部がよく

硬化して い るが、 ll~ 凸がめだっ。 (カマド)東壁ほほ中央に位置 し、 長さ 140cm 、 l附 145cm、培へ 

柱穴)検出されなかった。及び天井部は灰白色粘土で構築される。 (1¥を測る。袖音70cmの刷り込み

(覆土)焼土粒子・炭化物粒子を多〈合む黒褐色土の単一土帽である。� 

C;立物〕出土量は 多いが、破片の状態である。� 

Cu、千期〕匡|分式期。� 

'"曙

第55図� 12号住居跡0/60) 
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12号住居跡出土遺物(第56図、第60図� 1-3) 

;j'(忠器I手形土器(1 -11) 

1は口径15.5cm、l氏径� 6.5cm、一株高� 5cmを泊IJるが、� 1/6程の破片からの推定復元のため、特に口� 

土l底面lかに外反する。� Hl土はゆるやかに内湾して聞き 、口縁部[1¥径については不確定さがある。体育

会iJ脅~.が著しい 。 色調は黒褐色を呈する O カ マド中の出土。 

2は口径14.2cm、成径� 5.3cm、器高� 5.2cmをifflJる。� f本部は内湾 しながら聞き、� i(LI縁部に至る。� 1

耐には凶転糸切り痕を銭す。色調は灰白色を呈するom土中のlH土で、� 1/4程の遺lfJi。� 

3は[1任13.7cm、1t'(径 5.9cm、持高� 5.4cmを測るが、焼き歪みがある。体古� liはゆるやかに内均し

なカ、 ら聞き 、 II 縁部は何1 かに外反する o 底而には凪転糸切リ痕を伐す。 色 ， U，~ は褐色を Ïする 。 担土

中の，'H土て¥ 1/3程の造存度。� 

4は口径12.9cmを測る。� f本部はほぼ直線的に聞き、打縁部は{やかに外J:i.する。色� riJ司は黄燈色を呈

する。覆土中の出土で 、口縁部から休部にかけ� 1/3起の遺存度。� 

5 は口径13.5cm、底後 4.8cm、器高 4.4cm を ì~IJ る 。 休部は内湾しながら聞き、口縁部は傑かに外 

¥J7.¥jノ又云r
 
¥17 \，~17\17. 

\JJ\ミJ\~L7.
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第56図� 12号住居跡出土遺物(1� /4) 
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反する。底面には回転糸切 1)痕を残す。 f本部外面には墨書があるが、上部が破慣 していて半 IJ読で き

なし、。色調は灰白色を呈する。北東コーナー出土で、口縁を 2/3程を欠く。 

6は口径 13.3cm、民径 5.8cm、器高 口縁音 14.7cmを測る。休部は内湾 しながら 聞き、 )は俺かに外

反する。!床面には回転糸切 り痕を残す。色調は灰褐色を呈する。南壁下、南東 コーナー寄りの出土

で、完形品。 

7はLl径 13.4cm、!長径 6 cm 、 器高 3.7cm を i~ IJ るが 、 1/4程の破片か らの推定復Jtなので 、 特に口

径に聞 しては誤差カ、あるかもしれなし、。休部から 口縁部にかけ て、ほほ直線的に聞く 。!底面には回

転糸切 り痕を残す。色調は赤樫色を呈する。 カマド中の出土。 

8は口径 12.5cm、!長径 6.5cm、器高  4.7cmを測るが、 1/4程の破片からの推定復元のため、特に

回径については不確定さがある。{本部は僅かに内湾し ながら聞き 、口縁部に至る。底面には回転糸

切 り痕を残す。色調は赤桜色を呈する。覆土中の出土。 

9 は 口径13cm 、 底径 5 . 9cm 、 器高 3 . 9 cm を i~IJ る 。 休部は ゆるやかに聞き、口縁部は僅かに外反す

る。底面には回転糸切 り痕を残す。 色調は暗灰色を呈する。覆土中の出土で 、 1/2弱の遺存度。 

10は口径 12.1cm、底径 5.2cm、器高 3.6cmを測る。{本部はほぼ直線的に聞き 、口縁部は外反する。

庭面に は回転糸切 り痕を残す。色調は灰 白色を呈する。 カマド左横の出土で、 1/3程の遺存度。 

11は口径 12.3cm、底径 5.6cm、器高 3.9cmを測る。休部は僅かに 内湾 しながら聞き、口縁部に至

る。底面には回転糸切り 痕を残す。色調は灰色を呈する。覆土中の出土で 、 1/4程の遺存度。

須恵器皿l形土器 (12)

口径13.2cm、高台径 6cr目、器高 3cmを測る。 体部は外反しながら聞 き、口縁部に至る。高台は付

高台で、 「ハ」字状に聞く。 底面には回転糸切り痕を残す。色調は暗灰色を呈する。覆土中の出土

で、 1/2強の遺存度。

須恵器長頭瓶(13・14) 

13は頚部のみ遺存。 口縁部は大 きく聞き そうである。色調は暗灰色を呈する。覆土中の出土。 

14は口径 13.6cmをj目IJる。肩部は張  1)、類、部は'< J 字状に屈曲してほほ直 線的に聞き 、口縁部は

外反する。 口唇端部は上方に突出する。色調は口 頚部で暗紫色、肩部で黄褐色のゴマフリ状を呈す

る。住居西側の出土で、肩部以上が遺存。

須恵器斐形土器 (15) 

lif. Jる。底面は中央が上底状と なる。胴部外面には僅かに平行叩き目痕を残す。色調は径 15cmを調I

暗紫色を呈する。カマ ド前の出土で、胴部下半以下 1/2程の遺存度。

土師器饗形土器(1 6-18) 

16は口径 22cmをiftiJる。頭部は 「く」字状に屈曲し 、口縁部は外反する。 口縁部内外面は横ナテーさ

れるが、外面には指頭痕と 思われる 凹凸 を残す。 胴部外面は斜位にへラ削り される。内面はナデら

れる。覆土中の出土で、胴部中位以上  1/3程の遣存度。 

17・18は台付袈形土器になろ う。 17は口径12.7cmを測る。頭部はゆる くくびれ、口縁部は僅かに

外反する。 口縁部内外面は横ナテーされる。胴部外面は横位にへラ削りされる。内面はナデられる。

胎土中には雲母が含まれる。覆土中の出土で、胴部上位  3/4程の遺存度。
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18は口径� 13.3cmを測る。 頚部は� r<J 字ぎ みにくびれ、口綾部は短〈 外反する。口縁部内外商は

横ナテ される。胴部外面は横位にへラ削り される。内面はナデ られる。覆土中の出土で 、胴部上位

以上1/3程の14存度。

鉄製品(第60図� 1-3 ) 

1は刀子。茎の端部を欠く 。現存長� 12.8cm、身長� 7.4cmで僅かに反 りをもっ。身故大幅� 1.3cm、

背幅� 0.3cmを測る。背は平らである。聞は両関に なろう か。カマ ド前の出土。� 

2は刀子ないしは鉄の茎か。現存長� 6.3cmを測る。断面形は方形を呈する� 覆土中の出土。O

3は 「コ」 字状を呈する用途不明製品。図左W IJは湾曲した断面をもち 、上部には細し、鉄棒状のも

のが装着される。下部には� 1孔があるが、こ れはおそら く鉄棒状のものが脱落したものと思われる。

図上側は丸棒状を呈する。図右側は板状を呈 し、上下にやは リ細� L、鉄棒状のも のが装着 される。

の鉄棒状のものは、いずれも内側の方が折れて いる。左右がつながっていた可能性がある� O 

13号住居跡 (第 57図)

〔位;置) B -1グリッド。

〔住居憐造) (平面形)正方形。(規模)3. 66 x3. 6 m 0 (壁高)40cm前後を摂I J1)、はは垂直に立

ち上がる。� (壁溝)カマド部分を除き 全周する。幅� 10cm前後、 深さ� 2-8 cmをiR IJる。(床面)壁際

を除きよく硬化している。(カマド )東壁、南東 コーナー近くに位置する。長さ� 135cm、幅� 120cm、

壁への掘り込み� 70cm前後を� iHド)、袖部及び天井部は灰白色粘土で構築される。掛け口には土製支脚

が据えられていた。(柱穴)北壁下ほほ中央に� 1本検出された。入口施設に関連しょうか。(覆土)

ほほ上下� 2層の単純な堆積である� O 

l
T 

1)膏暗補色土
(ローム粒子・焼

土粒子を僅かに含
む)� 

2層黒褐色土
(焼土粒子・炭化

物粒子を含む。ロ
ーム粒子を僅かに
含む)� 

3層暗茶褐色土
(口ム粒子・ロ

ームブロックを多
〈含む)� 

4層暗賞褐色土
(ローム粒子を多

岡4三F
く含む) 

、州側側川州、ぷ
2川

第57図� 13号住居跡(1� /60) 
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(i宣物〕比較的多いが、大部分が破片の状能で あった。

〔時期〕国分式期。� 

13号住居跡出土遺物(第� 58・59図、第60図 4・5) 

1は須恵器原形土器。口径� 14.8cm、底径� 5.8cm、器高� 5.1cmを測る。体部は内湾しながら聞き 、

口縁部に至る。成面には回転糸切り痕を残す。色調は青灰色を呈する。覆土中の出土て� ¥1/3強の

遺存度。� 

2は土師器台付笈形土器。口径� 13.8cm、脚台径� 9cm、器高� 17.9cm

を測る。胴部はやや長めで、頭部は 「コ」字状を呈する。脚台部は

外反し ながら 「ノ、」 字状に聞く。 口径部内外面は横ナデ、胴部外面

は上半で横位、下半は斜位にへラ削りされる。内面はナデられる。

脚台部内外面は横ナデされる。 カマド内の出土で、� 1/3程の遺存度。� 

3 は須恵:器喪形土器。口径 3 4 . 2cm を ì~ IJ る 大型の も のである。 胴部

は球形を呈 し、頚部は「く 」字状に鋭〈 屈曲し、 口縁部は直線的に

聞 く。口唇下端は後で貼付されている。 色調は寅灰色、 一部暗灰色・

黒色を呈する� カマ ド前の出土で 、胴部下位以上� 1/3弱の遺存度。C

第60図4は刀子。身の大部分と茎の末端を欠 く。現存長� 4.6cm、

身幅� 1.2cm、背幅� 0.3cmを測 る。背は平坦である。聞は片関であ ろ

う。 柄に� l土木質が付着する。覆土中の出土。

X4二/


第58図� 13号住居跡
出土造物� 1 (1/4) 

第四国� 13号住居跡出土遺物� 2 (1/4) 
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5は砥石。両面と� 4側面が使用 されている。石質は凝灰石系のものか。覆土中の出土。� 

3号土坑(第61図)

〔位置JC-1グリ� y ド。

〔構造J(平面形)楕円形 を呈 し、北側にピットを もっ。� (規模)� 110 x 105cmo 深さ� )坑氏は� 2

段になっており、深い部分で� '90cm、浅い部分で� 40cmを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がる。 (覆土)

埋め戻された感が強い。

〔遺物〕弥生時代の土器が� 1片出土 したのみである が、流れ込みであ ろう。� 

寺期〕不明。 覆土の状態から 、中世以降の可能性が高い。� (u

4号土坑� (第61図)

〔位置� JC-1グリッド。

〔構造J (平面形)楕円形。 (規模)� 90 x 53cmo 深さ� 35cmを測る。壁は� 70度前後の角度で立ち

上がる。坑底は凹凸がある。 (覆土)ローム粒子 を僅かに 含む暗褐色土の単一土層である。

〔遺物〕出土はなかった。

〔時期〕不明。覆土の状態か ら、 中世以降の可能性が高い。

'--= -J

。:亡 亡二二二て三士コl 一~\\~ー
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5号土坑 (第 61図)

〔位置) D -2グリッド。

〔構造) (平百形) ほほ円形。(規模 ) 106 X 105cm (深さ) 35cmを測る。壁は 70度前後の角度でo 

立ち上がる。坑 J去はほほ平坦で、あるが、中央付近に径 20X 10cm、深さ 20cmのピットが穿たれる o (覆

士)焼土粒子を多く含む黒褐色土の単一土層である。 

(i宣物〕 図示できる ものは無かったが、 須IE;器 ・灰紬陶器の破片が合わせて 5片出土し ている。

〔時期〕国分式期。ただ L、大部分破壊されて しまった 14号住居跡の至近距離にあるため、 これか

らの遺物の流れ込みの可能性もある O 
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